
1 

 

令和５年３月３１日 

令和４年度 事 業 報 告 書 

 

１ 令和４年度事業概要 

静岡市及び静岡県からの受託事業を確実に実施し、市が発注する保全業

務に対する監理支援を行うとともに、樹木医との技術提携により松原保全

に係る専門知識や実践的な技術習得に努め、各業務や調査、樹木診断の結果

を検証した。 

また、名勝１００周年記念の企画展として、静岡市と共催の「クセのある

生き物コレクション」と題した写真展を開催するとともに、マツ材線虫病の

被害状況や羽衣の松周辺の老齢大木の樹勢状況を「技術情報」として発信す

るなど、来訪者や地元住民の三保松原への関心と保全意識の啓発に努めた。 

  さらに、九州大学とのリモート講義、県主催の森林・林業技術研究発表会

における研究発表、地元で活動する団体との意見交換をとおして、三保松原

における研究所の役割や保全活動を紹介した。 

 

２ 事業別実績 

（１）受託事業 ～日常的・専門的な管理～  

   静岡市、静岡県から受託する松原保全事業を専門的な知識と技術を活

かし総合的、一体的に実施した。 

①リスク軽減事業 

・マツ材線虫病防除 

伐倒駆除、薬剤散布及び予防剤樹幹注入の設計・監理を行うとともに、

予防剤樹幹注入の施工業者に対し適切な施工方法を指導するため現地

研修を実施した。 

・老齢大木の樹勢回復 

技術提携した樹木医とともに、老齢大木の樹勢回復に係る土壌改良の 

施工後の状態を検証するため土壌改良モニタリング調査を実施した。 
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また、公益的機能モニタリング調査及び羽衣の松周辺の老齢大木の薬 

剤散布と踏圧対策ルート維持の設計・監理を行った。 

  ・危険木対策 

三保松原の健全な育成と景観維持のため、技術提携した樹木医ととも

に外観診断、簡易内部診断、詳細内部診断（音波・貫入）による樹木診

断を実施した。 

②松原再生事業 

  ・景観改善 

   間伐試験箇所の成長率を観測するため間伐モニタリングを実施した。 

・森林管理 

   松原管理システムによるマツの個体管理をするため、今年度実施した

伐倒駆除、予防剤樹幹注入、薬剤散布、樹木診断等のデーダを更新した。

また、三保松原の保全活動に参加するボランティアに対し、松葉除去や

除草等の指導及び支援を行った。 

  ・圃場管理 

   三保松原圃場の施設管理、母樹の状況調査、三保由来のマツの育苗に着

手するとともに、三保松原圃場の管理及び育成マニュアルを作成した。 

③三保モデル確立事業 

  ・水平的連携モデル試行及び検証 

講習会の実施や研究所の日々の活動、地域の松原保全活動を記録し、三

保モデルについての考察及び課題、提案を行った。 

・講習会の開催 

地域住民やボランティア団体等に対し松原保全に関する講習会を実施

した。 

  ・学識経験者との連携 

最新の知見を取り入れた保全対策を進めるため「三保松原におけるマ 

ツ材線虫病対策」をテーマに、外部の学識経験者と連携した現地検討会

を開催した。 
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（２）公益事業 ～財団自主事業～ 

   地域やボランティア団体等と連携し、水平的協働による保全活動を積

極的に支援した。 

①保全活動の支援 

来訪者、保全団体、企業 CSR活動など、松原保全に参加する各団体の意

欲を高め、効果的な保全につながる活動を支援するとともに、「みほし

るべ」から要望のあった保全活動に用いる資材等の支援を行った。 

 

（３）研究開発事業 ～財団自主事業～  

   マツの保全や森林生態に精通した学識経験者や、県森林・林業研究セン

ターなどの関係機関と連携し、組織の専門性、知見、技術力の向上を図る

とともに協力体制を構築し調査研究を進めた。 

①マツに関する調査研究 

   枯れマツ調査の結果、マツ材線虫病に感染した疑いのある枯れマツに

ついて検体を採取し、県森林・林業研究センターにマツノザイセンチュ

ウＤＮＡ検査を依頼して感染の有無を確認した。なお、今年度は検査に

必要な機器を揃え、来年度以降は直営でＤＮＡ検査ができる体制を整

えた。 

②適切な松原管理手法の確立 

ＡＯＩ機構及びふじのくに地球環境史ミュージアムの研究員を招き、 

県、市の職員を交え将来にわたり松原を適切に維持・管理していくため

の効率的かつ効果的な三保独自の管理手法について意見交換を行った。 

  ③マツの圃場管理方法の調査研究 

三保松原圃場において、三保由来のマツを安定的に供給できる環境を

構築するため、県森林・林業研究センターによる播種、さし穂等の技術

指導を受けるとともに、県外の圃場を視察しマツ苗の栽培や移植方法

について実習した。 
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④マツの生育に関する調査研究 

三保独自の土壌改良方法の確立に向け、施用する素材や方法を研究す 

るため、令和３年度に設けられた試験区において生育調査を実施した。 

⑤東海大学との共同研究 

三保松原の保全及び再生に取組む中で、マツ材線虫病防除におけるド

ローンを活用した薬剤散布の実証実験の成果をまとめ、大学と共有し

た。 

 

（４）教育研修事業 ～経営方針（目的・目標）実現ための事業～ 

   三保松原の持続的な保全や研究開発に必要な知識の習得、技術力の向

上に取組んだ。 

①松原管理のための教育研修 

  県主催の森林林業に係る講演会、日本海岸林学会主催のワークショップ

及び現地検討会、樹木と緑化の総合技術講座及び実習などに参加し、適

切な松原管理に必要な基礎知識と技術習得に努めた。 

②樹木診断機器の操作技術の向上 

財団が所有する樹木診断機器の操作手順や診断技術の精度を高めるた

め、伐倒駆除する枯れマツを用いて実践的な練習を行い、「神の道」の

樹木診断を実施した。 

③危険木の診断技術の確立 

老齢大木等の倒伏リスクは、外観診断や樹幹内部診断による判断が求

められるため、技術提携した樹木医とともに樹木診断を行い、適切な診

断技術の向上に努めた。また、「三保まつしらべ」アプリの利用普及を

図るため、ボランティア団体等への講習会にて紹介した。 

 

（５）収益事業 

   静岡市及び静岡県からの受託事業や自主事業を積み重ねることで、組  

織としての実績と職員の専門的知識や技術力の向上に努め、安定した運
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営基盤の構築に努めた。収益事業については方向性、可能性を検討してい

く。 


